














































60歳以上の 251名(うち男性 91名、平均年齢69.5歳:f::5.2歳)において、体格指数 (BMl)、ウエスト (WC)、






WHtR、TFA、VFA、SFA) のうちに全体と女性では WC、男性では B聞が心血管疾患危険因子の 2倍以上の
保有都最も強く関係していた。 WCのカットオフ値は男性では85.5cm、女性では75.5cmであった。 B恥但のカッ
トオフ値は男性では 23.5kg/m2、女性では 24kg/m2であった。高感度CRP濃度とメタボリツクシンドローム、









平成 24年 1月 1 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求め、
関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。
よって、著者は博士(医学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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